
水中ウインチを用いた防災型定置網の技術導入実証試験 

水産業省エネ・低コスト新技術導入加速化事業（平成27年度） 

１ 事業の目的 

２ 開発技術及び実証の概要 

実施主体：日東製網株式会社、日油技研工業株式会社、網代漁業株式会社 

実証海域：静岡県熱海市 

３ 開発技術の成果・普及 

作業1回省略毎に、約百万円の低コスト化 

水中ウインチを定置網の箱網部分へ設置し、ウインチの連動により箱網を沈下 

 
開発した水中ウインチ 

水中ウインチの連動による箱網の沈降 

通常時の状態 ・船舶に水中コネクタを接続 
・船から電力を各ウインチへ供給 

・水中ウインチを1台ずつ作動 
・徐々に網を沈降 

網の沈降後、水中コネクタ取り外し 

① ② 

③ ④ 

網抜き・網入れ作業の省略による人件費削減の効果（試算） 

※損失の試算（宮城県女川漁場の事例） 

・荒天時の網抜きにより、最低14日間操業停止 

・水揚げ金額17,500千円の機会損失 

定置網漁業において、 

網抜き・網入れ作業を省略化し、低コスト化を実現 

定置網の箱網部分を荒天時に強制的に海中へ沈下させることにより 

波浪による破網や、漁具の流出による被害を回避、 


